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1．はじめに

近年，国内でも研究データ管理の様々な取組みが始まっ

ているが，豪州でも多くの研究大学で実施されている。

2007 年に Australian Code for the Responsible Conduct 
of Research1) が策定され，研究者の行動規範となる原則

が示され，研究データ管理に関わる基本的指針のひとつと

なっている。筆者は 2017 年にシドニー大学を訪問中，当

時わかりやすい研究データ管理ウェブサイトを作成してい

た図書館担当者に依頼して話を伺うことができた。その後

2019 年に，国立大学図書館協会海外派遣事業に応募した

図書系職員とともに再度豪州を訪れ，シドニー大学，モナッ

シュ大学，メルボルン大学，ニューサウスウェルズ大学に

おいてヒアリングを行った 2)。本稿ではとくにシドニー大

学の取組みやウェブサイトでの展開についてレポートす

る。具体的には 2 章で研究データ管理の基礎となる様々

なポリシーを紹介し，3 章で利用者への支援，4 章で広報，

5 章で学内での協力体制，6 章で ANDS との協働，7 章で

現状と課題に触れる。

2．研究データ管理の様々なポリシー

2.1　シドニー大学の研究データ管理ポリシー

上記 Australian Code for the Responsible Conduct of 
Research では，責任ある研究活動を行ううえで，研究機

関と研究者に求められていることが書かれている。たとえ

ば研究機関は，研究上の関連ガイドラインや規約を研究者

に周知するよう努めること，Australian Code for the 
Responsible Conduct of Research に基づいた policy や

procedure を提供すること，そして研究データの保管期間

などの policy を整備すること等，多岐にわたる。

これらに応えるため，シドニー大学として Research 
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Data Management Policy 20143) を定め，研究は研究デー

タ管理計画書に沿ってなされること，データの所有権はど

こにあるか，データ保管のための設備・インフラを提供す

ることは大学の責務であること等が記載されている。12 条

3 項には“研究者は，データやメタデータを適切なアーカ

イブ/リポジトリに保存する際に図書館に相談すること”

という一文があり，図書館スタッフの役割に言及している。

さらに具体的な運用指針として，Research Data 
Management Procedures 20154) を制定し，データ共有，

フォーマット，メタデータ等の研究データ管理に必要な情

報を概説している。この下に各学部での運用手順を定め，

実効性を持たせたものとして Local Provisions がある。

ほかにも関連ポリシーとして，Open Access to University 
Research Policy20155)，Intellectual Property Policy 
20166) などがある。

2.2　助成金団体や出版社のポリシー

研究を助成する団体のポリシーもまた影響力がある。豪

州には二つの大きな助成金団体，The Australian Research 
CouncilおよびThe National Health and Medical Research 
Council があり，助成下で得られたデータの共有を推奨し

ているとのことである 7)。

さらに最近はジャーナル出版社においても論文の根拠と

なったデータの公開を求めるなど，研究データに関するポ

リシーを持つところが増えている。

3．利用者への支援

3.1　研究データ管理計画書

研究データのライフサイクル例として，「計画」→「収集」

→「加工・分析」→「公開・共有」→「保存」→「再利用」

という流れがある 8)。このような一般的なプロセスに沿っ

て，シドニー大学ではどのような支援を行っているかを見

ていきたい。

大学では計画書の作成支援を行っている。具体的には研

究データ管理サイト 9) の Manage research data ページ 10)
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から Create your Research Data Management Plan ボタ

ンをクリックすると，図書館サイトを離れて，研究データ

管理計画書について説明したページへ遷移する。そこから

Researcher Dashboard（Dash R）へ入り， たとえばデー

タはどこに保存し，容量はどれくらいか，どのファイル

フォーマットを使うか，プロジェクト終了後，データはど

うするのかといった項目を記入して，研究データ管理計画

書を作ることができる。

当初，図書館スタッフは送信されてきた計画書を添削

し，書き方の不備や機密情報の有無などをチェックしてい

た。ところが研究データ管理が研究者間に浸透していくに

従い，送信されてくる計画書の量が膨大になってしまった

ため，2018 年から添削は停止し，主任研究者に見てもら

うよう変更したとのことだった。

3.2　研究データの保存

シドニー大学では大学から様々なストレージやツールが

研究者に提供され，その管理・運営や利用講習会などはお

もにシドニー・インフォマティックス・ハブという部署が

担当している。彼らはプラットフォームの一覧表を作成し

ている 11)。表の横列にはプラットフォーム名として，

eNotebook12)，REDCap，Dropbox(Enterprise)，Research 
Data Store などを記載し，縦列には，外部の共同研究者

がアクセス可能か，使用量の限度があるか，バックアップ

の保証があるかといった項目が表示されている。各スト

レージの特性が示され，研究者がストレージを選択する一

助となっている。また「私のデータのセキュリティ区分は

なに？」というページがあり 13)，データの内容によって

Public，Protected，Highly Protected の三種類にわけ，

それぞれどのようなデータが当てはまるかを例示し，デー

タの機密性にも研究者の意識を向けさせている。加えて暗

号化の詳しい案内もあり，セキュリティに関して丁寧な説

明がなされている。

3.3　研究データの共有・公開

シドニー大学図書館では研究データを公開するためのガ

イド 14) というページで下記の 6 段階に分けて研究データ

の共有・公開への手順を案内している。

第 1 段階　データを公開できるかを決める

センシティブデータ（取扱い要注意データ）の場合，グ

ループで集めたデータを使った場合，商業団体が研究費を

支援した場合など法的・倫理的にデータを公開できるかを

検討するための方法が案内されている。

第 2 段階　適切な公開場所をみつける

データリポジトリを選ぶ際に検討するとよい項目が挙げ

られている。投稿先例として有名な汎用リポジトリ

Figshare，Dryad，Zenodo，そして分野別リポジトリを

探すツールとして re3data.org などが挙げられている。

第 3 段階　データを記述する

データの記述とメタデータに関する基礎知識が概説され

ている。

第 4 段階　適したファイルフォーマットにする

ファイルフォーマットを選ぶ際の注意点および推奨

フォーマットが説明されている。

第 5 段階　適切なライセンスを選ぶ

ライセンスを付与する際に必要となる基本事項が書かれ

ている。

第 6 段階　永続識別子をつける

DOI，データを引用する方法，ORCID についての説明

がある。

別項目　センシティブデータを公開するには

ここでは匿名化処理やアクセスをコントロールすること

が言及されている。

3.4　大学のリポジトリにて公開する場合

大学のリポジトリにて公開したい場合は，サイト内にあ

るデータ公開リクエストフォームから必要事項を記入して

送信できる 15)。このときデータに付与するライセンスも

研究者が付与することになっている。

3.5　研究データ管理のトレーニング・サポート

図書館では個人・学部・プロジェクト単位での相談を受

け付けている。たとえば投稿するデータリポジトリの選定

等の相談があるという。研究データ管理は，図書館，シド

ニー・インフォマティックス・ハブ，そして ICT 部門で

協力しながら進めているが，（図書館の管轄外と思われる

ものも含めて）様々な質問が寄せられるとのことなので，

日頃から三者間の密な連絡・調整が必須と思われる。

さらに，図書館では様々なワークショップを年間を通し

て行っている。例として『研究データ管理で知っておくべ

きこと』というタイトルのセミナーでは

・研究データ管理の重要性を理解する

・豪州および当大学の研究データ管理ポリシーとは

・研究データ管理の基準を満たすには

・研究データ管理計画書の作成

・研究データ管理のためのツールやサポートを知る

といった項目を学ぶことになっている。また，データ・ビ

ジュアライゼーションやテキストマイニング，データマイ

ニングに関する相談も受けている。

4．研究データ管理の広報

実際に広報活動に携わったスタッフの話としては，研究

室を訪ねて直接説明することを積み重ね，なかなか苦労し

たとのことだった。教員の反応は様々であり，生物・医学

系など昔から他の研究者とデータを共有してきた歴史が長

い分野の教員は，よく理解を示してくれたとのことだった。

シドニー大学スタッフから著者へ頂いたアドバイスとし

て，広報は特に学生や若手研究者へ向けて行っていくのが

よいだろうとのことだった。理由として，教員のなかでも

高位の職位にある方々は日常業務で日々多忙であり，また

長い経験からすでに確立したご自身の方法をお持ちだから

とのことだった。また研究データ管理の初期には，導入教
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材として“Research Data Management 101”と題され

たオンラインビデオが掲載され，8000 件ものダウンロー

ド数を記録している。

5．学内での協力体制について

詳細な担当者については，Research Data Management 
Procedures 20154) p.12 に一覧表があるので，和訳・要約

したものを下記に掲載する。

表 1　担当一覧

担当内容 担当部署

研究データ・ストレージのアドバイ

ス（とくに大容量データ）

IT マネージャー

データやマテリアルを他機関から学

内へ移動する場合（あるいはその逆）

商業ディベロップメン

ト・産業パートナー

シップ，リサーチ・イ

ンテグリティ

研究レコードを学外へ移動する場合

（State Records Act （1988） s.21（2）
（c）との整合性）

アーカイブ・レコード・

マネジメント（ARMS）

ツ ー ル や プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

（eNotebook，REDCap，RDS，

GitHub）のアドバイス，トレーニン

グやサポート

リサーチポートフォリ

オ（シドニー・インフォ

マティックス・ハブ）

のデジタル・リサーチ・

サポートオフィサー

研究データの記述・ドキュメンテー

ション

図書館の研究データマ

ネージャー

データの共有，データの適切なリポジト

リへの保存（アクセス許可/制限を含む）

図書館の研究データマ

ネージャー 
研究助成金や共同研究のアグリーメ

ント・契約のデータ所有権の解釈

リサーチポートフォリ

オ，リサーチ・コント

ラクトのマネージャー

研究データの著作権・IP のアドバイ

ス，オープンアクセスデータの適切

なライセンス選択に関して

アドバイザリー・サー

ビス，著作権＆IP の

マネージャー

マテリアル移動時の契約，特許，そ

の他登録された IP についてのアドバ

イス，オープンアクセスデータの使

用条項に関するライセンス選択等の

アドバイス

商業ディベロップメン

ト・産業パートナー

シップ

シドニー大学の研究データ管理は 2015 年までスタッフ

1 名体制だった。現在はマネージャー 1 名，データマネー

ジングチーム 4 名，リポジトリ担当 3 名がいる。さらに

各学部の図書館スタッフ（アカデミックリエゾンライブラ

リアン）38 名も協力して研究データ管理を働きかけてい

る。聞いたところ，研究者の代理として研究データのメタ

データ作成までは行っておらず，研究者自身がメタデータ

を作成しているとのことだった。

6．ANDS との協働

シ ド ニ ー 大 学 の 研 究 デ ー タ 管 理 は，Australian 
National Data Service（ANDS）16)（現在の ARDC）のシー

ディング・コモンズ・プロジェクトと呼ばれる助成プロジェ

クトにより，2012 年に大きな発展を見た 17)。豪州政府か

ら支援されている ANDS の使命は“管理されておらず，

連携されてもなく，発見されもせず，一度しか使われない

データを，管理され，連携させ，発見させ，再利用させる

データへ変えること”であった。このプロジェクトは

・研究データ管理のウェブサイトの作成

・研究データ管理計画書のチェックリストの作成

・研究データ管理のトレーニング教材の開発

・大学のコレクションにメタデータを付与し，ANDS が

運営する研究データウェブポータルである Research 
Data Australia（RDA）18) で公開すること

などを目的とした。当時の記録によると 17) プロジェクト

遂行には各学部に配属されている図書館スタッフの役割も

大きかった。プロジェクト担当者は，学部図書館スタッフ

が日々教員と交流を持っている場，すなわち学部での研究

支援セミナーや研究担当の副学部長室に出かけて行って説

明したり，学部のニュースレターやメーリングリストを使

わせてもらい，広報を進めた。その結果プロジェクトは成

功を収め，図書館は信頼されるパートナーという位置付け

を確立するにいたったとのことだった。

ANDS は 2008 年に設立され，2018 年に Nectar（The 
National eResearch Collaboration Tools and Resources 
project）および RDS（The Research Data Services）と統

合され，ARDC（The Australian Research Data Commons）
となった。Nectar は研究者を支援するオンライン・イン

フラストラクチャー等の提供をしており，RDS は研究デー

タに関する様々なプロジェクトを行っている。現在の

ARDC とシドニー大学との取組みとしては，ワーキング

グループを作り，専門性の高いトレーニングを行っている

とのことである。ARDC にはコーディネーターがいて，

毎月 1 回各大学を回り，他大学の優れた取組みや情報を

教示しているとのことだった。ANDS サイトでは豪州 42
大学の研究データ管理ポリシーや関連規約一覧がまとめら

れ，公開されている 19)。

7．現状と今後の課題

シドニー大学での研究データ公開の現状を伺ったとこ

ろ，現時点では大学ポリシーにおいても公開は義務という

位置づけではないことから，研究者の公開へのモチベー

ションに多少影響があるかもしれず，またセンシティブデー

タなどのデータの性質そのものの問題もあるとのことだっ

た。さらに研究分野ごとの違いがある（たとえば化学分野

は独自の方法があり，芸術・文学分野は例外もある）との

ことだった。一方システム側の問題として，データ公開の

インフラを拡張してはいるものの，100GB を超えるような

大容量データセットの公開を支援することは難しいこと，

また内部システム統合の問題があり，システム間で通信で

きないものは研究者に二重入力の手間が発生すること，そ

していずれは自動化したいと思っているが，現状ではデー

タ公開までは人間による手作業が多いことを挙げられた。

8．おわりに

シドニー大学図書館スタッフに対しては，日本全体や北
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海道大学の研究データ管理に関する具体的な取り組みを紹

介した。附属図書館では研究支援課長を中心に研究データ

管理ディスカッショングループを立ち上げ，議論を重ねる

とともに，学内の関係機関と連絡・調整を開始している。

また，オープンアクセスリポジトリ推進協会の教材開発に

職員が携わったり，国立情報学研究所の GakuNinRDM
実証実験に参加するなどしている。上記を報告したとこ

ろ，シドニー大学図書館スタッフから「GakuNinRDM に

ついては以前，詳細図を見せてもらいながら説明を受けた

ことがあるが，素晴らしいと思う。豪州では各大学で研究

データ管理サービスを提供しているが，日本には日本のや

り方があるでしょう」とのコメントを頂いた。確かに，豪

州と日本では予算規模や職員数，プロジェクトの進め方等

が異なるので単純に比較できないが，先進的な取組みから

学ぶことは多い。とくに優れていると感じた点は，ウェブ

サイトの展開が研究データのライフサイクルに沿っている

ことや，学内外の関連規約がよく整備・整理され，規約全

文の公開と相互リンクにより，把握しやすいしくみになっ

ていることである。

最後に，快くヒアリングに応じて下さったシドニー大学

図書館のジェニファー・スタントン氏，ライアン・ストー

カー氏，ピアチャット・ラタナ氏に御礼申し上げる。なお，

本調査は北海道大学国際部並びに附属図書館の助成で行わ

れた。
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Case Study: Research data management of Sydney University. Yoko KODAMA (Hokkaido University Library, 
Kita 8 Nishi 5, Sapporo, Hokkaido, Japan, 060-0808)

Abstract: Upon the stipulation of Australian Code for the Responsible Conduct of Research in 2007, 
universities in Australia have been taking the lead of research data management (RDM) services. This paper 
explores how they conduct RDM services in university library through experiences with Sydney university 
library staff in 2017 and 2019. Sydney university has implemented the services such as RDM plan, university 
policy, platforms and procedures in making research data openly available through RDM site. Also 
relationship with ANDS is mentioned here.
Keywords: Research Data Management / Research Data Management Policy / Research Data Management 
Plan / Publishing Research Data
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